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寒地における冬どり　カンラ　ンについて

松本良一郎∴菅野清司

（岩手麒園試南部分場）

1　ま　え　が　き

1㌧手頻の前程暖地を中心に冬期間の温暖な立地条件

をいかしてそ菜の端境期に出荷出来る作物として冬と

少カン・ランがあり，出荷期を1月より3月までを目標

1．品種について

托して1961年エカ試験始め1962年20ha．

1963年40haの産地栽培がすすめられてかわ，

次の諸点について一応の成果が得られたので概要を報

告する．

2　　試　験　精　巣

第1表　　　各品種収量調査（1963）a当1球

備 考

品　種　名 播 種期 定植期 収　量 平均重 最大球 最小球
外　　　　 稟
耐寒度

1 ・－5
色

7 月 2 冒 ㌔ ♂ l 3 5 房 1 2 5 E g 1．9 9 Eタ 。6 ㌔ダ 強　 弱　2

a

〟 〝 3 5 7 L 2 8 1．8 8 8 6 2 4 b

■ 〝 4 5 8 L 5 3 2 3 0 1 0 3 3 a

〝 〝 3 9 0 1 3 0 1 9 9 8 4 7 2 b

〝 〝 3 8 4 L 2 8 2 0 6 n 6 3 3 a

〝 〝 2 4 5 8 8 2 1 3 1 0 4 4 1 8

〝 ■ 4 3 4 1 4 5 2 1 3 8 5 0 2 b

〝 〝 2 0 1 8 6 7 G 9 4 8 4 6 1 8．

〝 〝 2 4 5 1．2 0 L 4 9 8 8 6 4 b

〝 〝 3 5 0 L 1 7 1 6 6 8 3 6 1 a

〝 〝 4 6 6 L 6 5 2 3 6 8 7 9 3 b

■ 〝 3 3 0 L l O 1 3 5 8 5 0 2 8．

〝 〝 2 8 8 L 3 5 2 1 8 8 7 2 1 8．
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備考欄中　a……撮

冬どりカンランは耐寒性並びに低温結球性が高く冬

季クリーンの強い品種が望ましい．比の点を考えるに

h……‥淡緑　　　C…・．‥．白線

長交四季どカ・四季理想・大御所・ゆたか　以上4品

種が適するように認められた・
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第2衣　　　休粧相川・j収‡【呈二LJ七品

試 験 年 次 ‖　　 椰　　 ■名 揃 何　 期 ′ト 狛 拗

収　 k　 iV J

㍑ ㌍ －＝ヰ て
こ1 i

収 ：lL

l ケ

十 巧 覇〇 日 認 ハ い ▼ケ・

1 9 6 3 i・と　 交　 四　 季　 掟
J吊 】 八 日

こl ：乙5 I 2 ▲卜 l 下
日 用 労 ＝ 9 K 9 　 K 9

1．6 3

〝 〟 2 日 3 日 1 中 2　 ＿巨 〝 3 9 2 1．3 1

〝 〟 2 5 I l 1 卜 2　 中 〝 3 Jl H 1．1 6

〝 夏 ・巧　 晩晩　 春 ／　 1 5 K 2 5 1 」二 2 」 二
〝 3 2 7 1．4 6

〝 〝 3 日 3 り 1 中 2　 日 〝 3 8 8 ．1 2

〝 〝 2 5 十t l 2 上 2　 卜 〝 3 9 8 1．． ㌧

〝 夏　 蒔　 2　 月 ・挫 1 5 8 ．2 5 1 2 下 1 下 〝 3 7 2 こ．ti e

■ 〝 2 日 3 日 1 中 2 」 二 〝 4 6 5 1．5 5

■ 〝 2 5 仕 ．l 1 ■下 2　 Ll」 〝 3 8 0 1．2 7

〝 四　 季　 理　 想 7　 1 5 は 2 5 1 2 中 1 中 〝 5 9 3 ユ．9 8

〝 〝 2 （） 3 0 1 上 l T 〝 5 5 5 ：．8 0

〝 〝 2 5 n 4 1 中 2　 ▼L 〝 3 9 0 1，3 0
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第1衷　　　各品稚収11調査（19　6　3）

試 験 年 次 品　　 種　　 名 播 柑 期 定 林 期
収　 鞋　 期

収 倭 率
a 当

収 孟

1 ケ

平 均 重5 11 多 8 0 節

1 9 6 2 モ リ　初 夏 蒔 時
月 日

2 2 り

月 口

さま1 1 こ 中 1．＿上
7 9 7 多 3 3 崖9 L l g ，

〝 〝 7 2 H 5 三上 ユ 上 7 8 9 2 4 1 8 9 5

〝 〝 jl．4 1 り ユ 中 4 上 6 1 2 2 0 0 8 8 7

〟 長　 交　 四　 季　 乾 1二2 日 ）．1 1．上 2 上 6 5．3 2 2 5 8 9 6

〝 〝 7 2 H 5 ：1 上 4 上 4 3 1 1 5 0 8 9 3

〝 〝 K ・l 1 日 4．上 4．下 8 8 6 2 4 9 8 8 6

夏　 蒔　 上㌧二　 且！ 二三2 り 1 1 1 2．下 1 下 8 8 5 2 9 8 8 9 9

〝 〝 2 8 5 ヱ下 ユ 下 6 9 5 1 6 3 8 7 7

〝 〝 は．1 l り ユ下 4 中 7 （1 9 2 5 3 L l O

〝 夏　 蒔　 2　 月　 戸／ 7 2 り tI i 1．中 Z 下 5 8．4 1 9 9 0 9 5

〝 〝 2 8 〇 ニ主上 4 上 5 4 2 1 6 9 8 8 7

〝 〝 R ・1 1 り 1．上 4．下 4 8 3 1 3 8 8 9 5

1 9 6 1 長　 文　 四　 季　 穫 7 2 り †J 1．下 ま 中 7 7 7 2 2 3 8 8 3

〝 〝 2 9 1 2 ユ上 4 ＿上 8 8 8 3 1 2 L 1 6

〝 長　 交　 理　 想 ㌻2 0 q 5 1．中 a 上 6 3．0 2 8 4 ⊥0 5

■ 〟 2 9 1 2 a 中 4．下 9 4．4 2 9 3 L O 9

1 9 6 0 長　 交　 四　 季　 穫三 7 2 9 モー1 1 4 4．中 4 下 9 2 5 3 0 4 8 9 2

〝 長　 交　 理　 想 〝 〟 a 下 4 上 8 8 5 2 4 8 8 7 7

7月15日播種では収啓開始時期が12月中旬から

12月下旬で1月下旬まで把は各品種共全株収穫刊■能

であった・7月20日播椎にふいては1月上旬収粁可

能始と在り収穫終期は2月」二旬であった，7月25日

播種では1月中旬収穫始期とモカ収穫終期は2月下旬

であった勺7月28席の日収蓉可能始期は3月上旬で収穫

終期は4月上旬であった。8月4日播種では4月上旬

収穫可能期に達し4月下旬収痙終期となっている。

なか・1962年度に於いて8月11日播種を行な

った結果全品杵抽苔株とな少収量は皆無であった。
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机二王大　　我植密度と収量成績（1963）

1粧

拭拙守．‾り一に一心て

l　 椎　　 名 粧 巾 株 間

a 当

枕 数
播 種 期 定 植 期

a 当

収 塩

1 球

平 均 ．量

球

最 大 球 最 小 球

k　 交　 四　 季　 橙 　 C厭
1 2 日

　 Cか
3 0

5 4 召こ
7 2 5 9 3

3 6 7 k g 8 6 邑ダ 1．1 か 8 3 3 タ

〝 〝 3 6 4 5 0 〝 〟 3 8 1 8 8 5 L 4 5 8 4 2

〝 〝 4 5 3 6 0 〝 〝 3 6 5 1 0 2 L 5 4 8 6 1

〝 〝 5 4 3 0 0 〝 〝 3 7 4 1 2 5 1．7 2 8 5 7

〝 〝 6 0 2 7 0 〝 〟 3 6 0 1．3 3 1 9 9 8 9 3

四　　 季　 理　 想 1 2 0 3 0 5 4 0 〝 〝 4 0 0 8 7 4 1．3 4 8 2 8

〝 〝
3 6 4 5 0 〝 〝 3 7 4 8 8 3 L 4 6 8 4 2

〝 〝 4 5 3 6 0 ■ 〝 3 6 2 1．0 1 1 8 3 8 2 9

〝 〝 5 4 3 0 0 L　 〝

】

〝 3 4 2 1 1 4 1 9 8 8 6 8

〟 〝
6 0 2 7 0 〝　　　　　　　 〝 3 2 4 1 2 0 2 0 3 8 6 4

裁植密度の異る閲の取成については四季啓品種は大

きな差は認められたかったが・四季理想甘藍において

は栽租密度の密なる和収一歳が多く租植区睾低収を示し

ている．

－1．5り前後の球が最も消費が多い傾向にあ少，冬ど

わカンランの栽植株数は多少二土地の肥沃度■施肥量其

の他条件差はあろうが108当り，aO O O～a500

枚前後が適するように考えられる・

3　考　　　睾

以上品種．播種期及び定植期・栽椎密度について述

べたが，冬どカカンテン栽培上特に留意する点は播種

通脚が7月Zr川～7月27日1週間，定植期8月30

日～9月511までと播種親及び定植期の幅が非常に狭

l球平均重量についてみれば四季種，四季理想両品種

共に密穂になるに従って小球が多く，大球少く緊匿が

劣る．従って如何に全収量が多収を示しても1・0且夕以

下の小球が多く商品価値が劣る．最近の市場性は10

hh　7月20日以前播種では12月中旬収擾可能とな

少出荷適期（1月中旬）までの在圃期間が1ケ月間あ

るために球部が凍結の為麻放球が多く見られ早席の感

じをうける．7月28日以降播種では収杜可能時期が

3月下旬－4月とな少出荷目標時期よか遅すぎのきら

いがある．

普及地帯

以上のような結果から冬どタカンラン栽培の県内適

用範囲は根雪のない地方に導入出来ると思われるq


